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（１）微視的世界の不思議
（２）世界を格子に

（３）サイコロとレゴブロック

（４）これまでの主な研究

・確率（サイコロ）を使った計算

   → HMC法[2]、確率過程量子化[3]

時空を格子点の集まりとする

「格子上の場の理論[1]」を使うと
ミクロな現象の平均的振る舞いを
多変数の積分で表せる。

  コンピュータを使った数値計算が可能に。

自然界のミクロな構造から、宇宙の始まりや我々の世界の根
本的な性質がよくわかってくる。

  → 物理学の特殊相対論と量子論のどちらも大事。

それらを融合した「場の理論」を数値シミュレーション
で調べることで、宇宙の秘密に迫ることができる。

・本質的な要素（ブロック）による粗視化

→ テンソルネットワーク法[4]

これらのアプローチの研究や、実際に数値計算して
物理現象の予測を行ったりということをしている。

・ 格子場の理論の理論的な研究[5]

・ テンソル繰り込み群による符号問題の解決[6, 7]

・ 離散時間のままでの確率過程量子化法[8]
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結局、物理学・数学のアプローチで、
この世界のゆるぎない本質を理解したい。
ひらめきの瞬間が楽しい

アインシュタインのような
自然の本質に迫る仕事したい。

はて、何をしたらよいだろう？

テンソルネットワーク法

広いクラスの格子場の理論への適用？

それができたら、
機械学習にも色々応用できそう

現代的な数学を
自分の研究に取り入れたい

格子(離散世界)に、連続の
全ての対称性を実現できるか？

・カイラルなゲージ対称性
・超対称性
・一般座標不変性は無理そう
・その他もろもろ

量子アルゴリズム

量子物理を計算するための
良いアルゴリズムは何か？

確率過程量子化法

離散時間のままで我々の新手法
の応用は？量子論の再定式化？ 応用できそう

つながる？

関係する
かも？

たぶん関係してる

やれる手筋が広がる

計算の対象と
数値計算手法

この世界の
本質を理解したい

本質であり、
自分に出来る研究

量子論、場の量子論と
格子場の理論の研究

計算の対象と
数値計算手法

何か
関係しそう

本質かも
？

ミクロ世界の物理法則

つながる？
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